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教えない教育

「教えない教育＝偶然性が
生まれる環境」をテーマに、
大人や教師が直接教えるの
ではなく、プロの仕事を見
せることで、子どもの観察
· 洞察力を育み、発想力や
創造性を育てるという取り
組みを行なっています。

学校が美術館

２０１８年から始まり、
今年度で７年目を迎えまし
た。これまでに６名の転校
生が参加し、１階ホールの
黒松のテーブルや階段に飾
られている桜の絵画、そし
て富岡小中学校の校歌と、
転校生が作製した様々な作
品が校内に残されています。

PinSプロジェクト

「Professionals in 
School（ プロフェッショ
ナル転校生）」通称「PinS
プロジェクト」は、アー
ティストや建築家、音楽家
など、クリエイティブな分
野のプロ（専門家）が「転
校生」として児童生徒とと
もに学校生活を過ごす活動
です。

今年度のＰｉｎＳプロジェ
クトがついに始まりました。
今年度の転校生は三原聡一

郎さんです。三原さんは1980
年東京生まれ、京都を拠点に
活動。音や泡、虹、微生物、
苔、気流、土そして電子など、
身近な物質や現象を「芸術」
として表現しようと試みる
アーティストです。
８月２６日。２学期の始業

となるこの日、小学校と中学
校にそれぞれ２名の友達が新
たに転入してきました。

その子ども達ともに、今年
度の「転校生」として三原さ
んが紹介されました。
これを機に、毎月数日間、

転校生として学校に滞在し、
プロとしてのアーティスト活
動はもちろん、授業を受けた
り、休み時間を楽しんだり、
子ども達と一緒に学校生活を
送る予定です。
今年度の転校生は子ども達

とどのような関わりを見せて
くれるのか、これからの活動
がとても楽しみです。

ＰｉｎＳプロジェクトスタート



これまでの転校生

活動２日目
さっそく、子ども
達が三原さんに話
しかけてくれまし
た。三原さんは優
しい口調と笑顔で
説明してくれまし
た。子ども達も見
たり聞いたり触っ
たりと興味津々な
様子。

名刺ゲット！
三原さんの名刺は
オリジナル絵の具
を使った手作り名
刺で、２枚と同じ
物はありません。
もらった生徒は
「１日１枚もらっ
て、たくさん集め
る！」と意気込ん
でいました。

絵の具づくり
まず始まったのは
枯れた花を細かく
砕き、絵の具の基
となる顔料づくり。
今後は、富岡漁港
の砂や夜の森の桜
の枯れ枝など、富
岡町の物を使って
オリジナル絵の具
を作る予定です。

活動４日目
訪れる子どもの数
は日に日に増えて
きました。休み時
間の度に誰かが来
てくれます。子ど
も達自らが、夢中
になって三原さん
と作品づくりに取
り組んでいます。

2023
力石 咲
ちからいし さき

美術家

2022
小池晶子
こいけ あきこ

デザイナー

2020・21
大友良英

おおとも よしひで

音楽家

2019
宮島達男
みやじま たつお

現代美術家

2019
加茂 昴
かも あきら

画家

2018
林 敬庸
はやし たかつね

建築家・大工

◆動画◆
PinSプロジェクト アーカイブ
2018-2022
-福島県双葉郡富岡町立富岡小学校･富岡
中学校にやってきた「プロフェッショナ
ル転校生」の活動と関係者の声-(2022)

2024

三原聡一郎
みはら そういちろう

メディア
アーティスト

僕は美術展示やワークショッ
プといった活動を行っているの
ですが、世界各地に滞在して自分
で体験することをとても大切にしています。自分の感覚だけでなく、少し
冷静に温度や湿度、気流や放射線などの環境データ、またその土地の草花
や土を扱う作品装置を自分の手で組み立てています。と書くと何だか立派
に聞こえますが、その原理はシンプルなものであることが多く、そこに至
るプロセスや観察はみんなが夏休みに行う自由研究と変わりません。簡単
に手に入るものでも、実際につくってみることで学ぶことは多いです。セ
ンサ機器の設計からプログラムまで環境装置を組んでゆく試行錯誤は是非
見せてあげたいなと思ってます。


